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実施概要

北京大学工学院教授 湯岳琴先生に「中国のエネノレギ一事情とバイオエタノーノレJと題して、 2009年 12

月 17日(木)に講演をしていただいた。参加者は学生も含め約 30名であった。中国エネルギー現状と再生

可能エネルギーの開発方針を概略された後、中国におけるバイオエタノーノレ生産の現状に関して報告され

た。

1 .中国エネルギーの現状と再生可能エネルギーの開発方針

中国は高度経済成長期を迎え、 2008年度の一次エネノレギー消費量は石炭換算で、 28.5億トンに達し、エネ

ルギーおよび環境問題が顕在化している。中国の一人あたりの石炭、石油、天然ガス埋蔵量は、世界平均レ

ベノレの 112、1/15と1115であるが、中国エネノレギー消費量は世界総消費量の 10%に達し、すで、にエネノレギー

不足の固となっている。石油の輸入量は年々増加し、 2010年の消費量の 43%を輸入に依存している。石炭

と石油の大量消費が、急速に増加 しており、環境への悪影響が深刻な状態になっている。 したがって、クリ

ーンおよび再生可能なエネノレギーは、環境およひ、エネノレギー問題を解決する唯一の手段となっており、

2007年 9月、中国政府は((再生可能エネノレギーの中長期発展計画》を発表した。2010年に再生可能エネノレ

ギー消費量は、総エネノレギー消費量の 10%に、 2020年までに 15%を達成すると明言した。水力発電総合開

発の推進、太陽熱利用およびメタン発酵など成熟技術のさらなる応用による市場占用率の向上、風力発電、

バイオマスエネノレギーおよび太陽光発電などの利用技術を積極的に推進、産業化を目指すという発展方針を

明言した。

2. 中国バイオエタノールの現状

バイオエネルギーは、中国政府の再ー生可能なエネノレギー開発方針の重要な位置づけとなっており、 《中国

第十一個五カ年計画》と《再生可能エネノレギーの中長期発展計画》の中で、バイオマスエネノレギー開発の目

標を立てており、 2020年にバイオ液体燃料(バイオエタノ

ーノレとバイオディーゼノレ)は、石油換算で年間 1000万 トン

としている。そして、中国の第一世代燃料用エタノーノレ(食

糧を原料とする)、第二世代燃料用エタノーノレ(非食糧を原

料とする)および第三世代燃料用エタノーノレ(セノレロース系

バイオマスを原料とする)の現状と今後の発展を紹介された。

現在、全国の燃料用エタノーノレ生産量は、約 150万トン/年

である。その中の 20万トンは非食料であるキャサパから生

産されているが、残りはコーンまたその他の食糧から生産

されている。第二世代燃料用エタノーノレの発展は土地と政

策、第三世代燃料用エタノーノレの発展には燃料用エタノー

ノレ製造技術がネックになっているとのことであった。
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図 燃料用エタノーノレ生産技術の紹介




